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研究成果の概要：イントネーションは言語を超えて共通性を持つと言われることがあるが、日

本語諸方言を見る限りでは地域差がかなり大きい。本研究ではイントネーションの地域差を明

らかにするために、まず、各地イントネーションの調査を行い、方言イントネーションのデー

タベースを作成した。次に、イントネーションがアクセントと密接に関係していることを考慮

し、アクセントとの関連で諸方言のイントネーション・システムを記述することを提案した。

無アクセントに関しては、福井市方言をモデルとして文末イントネーションの記述を行った。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００４年度  

２００５年度  

２００６年度 4、000、000 0 4、000、000 

２００７年度 4、600、000 1、380、000 5、980、000 

 ２００８年度 4、600、000 1、380、000 5、980、000 

総 計 13、200、000 2、760、000 15、960、000 
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１．研究開始当初の背景 

 日本語の音調のうち、アクセントに関して

は服部四郎「国語諸方言アクセントの概観」

（『方言』創刊号、pp.11-33、1931）以降、

研究が急速に進み、現在までに諸方言アクセ

ントの体系、諸方言アクセントの成立過程、

変化の動態などがかなり明らかになった。し

かし、イントネーションに関しては国立国語

研究所『話しことばの文型(1) ・(2)』(1960・

1963) 以来、ほとんど研究が進展していない。

特に方言イントネーションに関しては、1989

～1992 年の科研費重点領域研究「日本語音

声」において、疑問文のイントネーションが

10 項目ほど取り入れられた程度で、全国方言

を体系的に扱った研究は皆無である。 

 一方、日本語諸方言を見わたすと、アクセ

ントの地域差と同じくらい、イントネーショ

ンにも地域差がある。イントネーションが文

の意味や意思伝達に直接関係していること

を考えると、イントネーションの地域差の解

明は円滑なコミュニケーションにとって、不

可欠である。 
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２．研究の目的 

 以上のような現状を踏まえ、本研究では

以下の３点を目的として研究を行った。 

(1)方言イントネーションの調査方法を確

立し、イントネーション調査のモデル

を提示する。 

(2)モデルにより調査・録音を行い、諸方言

イントネーションの音声データベース

を構築する。 

(3)音声データベースに基づいて諸方言のイ

ントネーション・システムを明らかにし、

イントネーションの地域差と普遍性、動

態等について考察する。 

 

３．研究の方法 

(1)イントネーション機能の整理 従来、喜

怒哀楽といった感情を表す音調や、質問・断

定・叙述といった判断のモダリティーに関わ

る音調、フォーカスとそれに関連する音調、

文の枝別れ構造を表す音調など、さまざまな

機能を担う音調がイントネーションと呼ば

れてきたが、本研究ではイントネーションの

機能を以下のように整理し、これに従って調

査研究を進めた。 

 ①句頭表示機能  ②句末表示機能 

 ③句構造（左右枝分かれ構造）表示機能 

 ④文末部分における伝達意図表示機能 

 

(2)アクセント体系との関連 イントネーシ

ョンはアクセントと密接に関係している。本

研究ではアクセント体系を以下のように整

理し、これとの関連でイントネーションを観

察する。 

 ①下げ核（東京方言など） 

 ②昇り核（雫石方言など） 

 ③声調と下げ核（京都方言など） 

 ④声調（鹿児島方言など） 

 ⑤無アクセント（福井方言など） 

 

(3)調査とデータベースの作成 上記(1)(2)

を踏まえた調査票を作成し、各地で調査・録

音を行い、方言イントネーション・データベ

ースを作成した。 

 

(4)イントネーション・システムの記述 (3)

のデータベース等をもとに、アクセントの弁

別特徴との関連で諸方言のイントネーショ

ン・システムを記述した。文末のイントネー

ションについては、無アクセントの福井市方

言を取り上げ、述部の韻律の記述を徹底させ

ることから始めるボトムアップの方法によ

り、記述モデルを作成した。 

 

４．研究成果 

(1)イントネーション・データベースの作成 

 データベースの内容は以下の通りである。 

①調査項目(1)：一語文、命令・禁止・義務

表現、意志・勧誘・希望、推量・様態・伝聞

表現、疑問・反語表現、過去・回想表現、あ

いさつ表現（計 70 項目） 

調査項目(2)：文構造、WH 疑問文、Focus 文

（計 33 項目） 

②調査地点：青森県五所川原市、山形県鶴

岡市、富山県富山市、三重県津市、徳島県

徳島市、愛媛県大洲市、長崎県対馬郡厳原、

鹿児島県日置市、鹿児島県奄美加計呂麻島 
③記述項目：データベースはエクセルで作成

した。質問項目ごとに「音調記述」と「アク

セント情報」のセルを設け、前者には音声の

カタカナ表記（ピッチ記号付き）を、後者に

は単語のアクセント情報を記入した。ピッチ

変動の記号は以下の通りである。 

  [ 拍間の大幅な上昇 

] 拍間の大幅な下降 

% 拍間の小幅な上昇 

[[ 拍内での上昇 

]] 拍内での下降 

 以下にデータベースとピッチ図のサンプ

ルを挙げておく。 

 

 
（ピッチ抽出は SUGI Speech Analyzer を使用） 

 
 現在、データベースはDVD-Rに保存してい
るが、将来的にはＨＰで公開する予定である。 

番

号

項目

番号

質問項

目 

4602 鹿児島

県日置市 

4602 鹿児

島県日置市

音調記述 
アクセント

情報 

01 024Q
薬を飲

むか 

クスイ[オ]  

ノン]ヤー 

B クスイオ

Bノン  ヤ

ー 

02 024A 飲む 
[ノン] ド

ー 

B ノン  

ドー 

03 025 飲む 
[ノン]  

ト]ー 

B ノン  

トー 

04 026Q
誰が飲

むのか 

[ダイ]ガ 

[ノン] 

ト]ー 

A ダイガ 

B ノン  

ト－ 



 

 

(2)イントネーション・システムの記述  

①アクセント体系とイントネーション・シス

テム  

 上記３(2)のアクセント体系において、句

頭・句末のイントネーションがどのように行

われるかをまとめると、下表のようになる。 

 以下、具体的に説明する。 

 

②下げ核方言におけるイントネーション 

下げ核方言では下降が語のアクセントを

表すため、イントネーションは上昇で表され

る。上昇の位置はアクセント核の前、すなわ

ち句頭部分。これを調節することにより句の

大きさを自由に設定することができる。以下

の東京方言の例では、(a.1)(b.1)が３句の発

話、(a.2)(b.2)が２句の発話、(a.3)(b.3)が

１句の発話である。 

（a）庭に植えた桜 

（a.1）ニ[ワニ]ウ[エタ]サ[クラ 

（a.2）ニ[ワニウエタ]サ[クラ 

（a.3）ニ[ワニウエタサクラ 

（b）池に落とした朝顔 

（b.1）イ[ケ]ニオ[ト]シタア[サ]ガオ 

（b.2）イ[ケ]ニオト]シタア[サ]ガオ 

（b.3）イ[ケ]ニオト]シタアサ]ガオ 

 

③昇り核方言におけるイントネーション 

昇り核方言では、上昇が語のアクセントを

表すため、イントネーションは下降で表され

る。下降の位置は昇り核の後、すなわち句末

部分。以下は岩手県雫石方言の例で、句が終

わらない時（接続の時）は文節末尾まで「高」

が続く（上野 1989）。 

     （c）鯨  （d）鯨からも 

言い切り [ク]ジラ  [ク]ジラカラモ 

接 続  [クジラ… [クジラカラモ… 

東京方言と同じように、下降を調節するこ

とにより句の大きさを自由に設定すること

ができる。以下の雫石方言の例では、(e.1)、

(f.1)が２句の発話、(e.2)、(f.2)が１句の

発話である。 

（e）鯨取った（「クジラ トッ「タ） 

  (e.1)[ク]ジラトッ[タ 

  (e.2)[クジラ]トッ[タ 

（f）鯨から食べる（「クジラカラ タ「ベル） 

  (f.1）[ク]ジラカラタ[ベ]ル 

 （f.2）[クジラカラ]タ[ベ]ル 

④声調方言におけるイントネーション 

 鹿児島方言のアクセントは、 

 Ａ型 [○]○ ○[○]○ ○○[○]○… 

 Ｂ型  ○[○ ○○[○  ○○○[○… 

の２種類からなる２型アクセントである。上

の音調特徴はアクセントの弁別特徴なので、

消去することができない。従って、文節ごと

にＡ型ないしＢ型の特徴が現れることによ

り、句頭、句末が表示される(g、h)。 

 

（g）イケンカ ユータッドン カンゲツカ

ンナー ヒヨット（何とか言うのだけど思い

つかないなあ、すぐには） 

 

（h）アタシナンカ モー タダ ココニ 

キオクニアルダケデー（私などはもう、ただ

ここに、記憶にあるだけで） 

 

⑤声調と核の方言おけるイントネーション 

 京都方言では高起式(H)と低起式(L)の２

種類の声調と下げ核によりアクセントの型

が区別される。鹿児島方言のＡ型、Ｂ型と同

じように、高起式と低起式の特徴はアクセン

トの弁別特徴なので、基本的には消すことが

できない。下の例では、それぞれ(1)が２句

の発話、(2)が１句の発話である（上野 1989）。 

（i）魚もらう（Hサカナ Hモラウ） 
 （i.1）[サカナ(切れ目)モラウ 
 （i.2）[サカナモラウ 

（j）魚食べる（Hサカナ L タベル） 
 （j.1）[サカナ]タベ[ル 
 （j.2）[サカナ]タベ%ル 
（k）野菜もらう（Lヤサイ H モラウ） 

 （k.1）ヤサ[イモラウ 

 （k.2）ヤサイ[モラウ 
（l）野菜食べる（Lヤサイ L タベル） 

 （l.1）ヤサ[イ]タベ[ル 

 （l.2）ヤサ[イ]タベ%ル 

アクセント体系 イントネ

ーション 

イントネーショ

ンの位置 

下げ核 上昇 句頭 

昇り核 下降 句末 

声調と下げ核 声調 句頭・句末

声 調 声調 句頭・句末



 

 

この方言では、高起式・低起式の声調が句頭

を表すと同時に、句末を表している（「食べ

る」「野菜」のような低起式の語では、末尾

の上昇の差により１句か２句かが示される。

(j1)と(j2)、(k1)と(k2)参照）。 

 

(3)無アクセントのイントネーション記述

（福井方言の場合） 

①方法 

韻律上、最小の述部の単位を記述の出発点

として、さまざまな文末詞がつく形式のイン

トネーションを考えていく。述部の韻律形式

を整える作業が完成した後、述部に係る副詞

成分、補語の成分を増やしていき、複雑な文

の韻律の記述へと進む。文構造と韻律の関係

を探る作業の前に、述部の韻律の記述を徹底

させることから始めるボトムアップの方法

が求められる。 

 

②モダリティごとの韻律と“アクセント” 

どんなモダリティが韻律に関わるか。行為

要求、勧誘、意志や叙述、疑問などの「表現

類型のモダリティ」（日本語記述文法研究会

編 2003）は確実に述部の韻律に関わる。これ

らは無アクセント方言でも一種の型をもっ

ている。無アクセント方言では、これらはイ

ントネーションと記述されるが、有アクセン

ト方言では、用言に付く付属語アクセントと

して記述され、別の扱いを受けている。ここ

では、無アクセントの福井方言で現れる単純

な述部の固定的な文末音調は、イントネーシ

ョンとは切り離して、意味と結びついた「意

味内在アクセント」として処理することを提

案した。 

 

③行為要求文の韻律 

例として「行為要求」のモダリティを扱う。

福井方言には、「飲む」の単純な命令ノメに

対して、禁止を表すノムナの他に、その行為

の実行が行わないように命令するノマント

ケがある。「飲まないでおく」の否定形が由

来である。発話時以降の聞き手の意識的な行

為遂行を制限する「未実現の持続要請」であ

るが、自分の内省では「持続」そのものは意

識されない。標準語では、実現しなかった結

果状態の残存が必要であるが、福井方言の場

合は必要ない。 

 

行為要求文のタイプ 

（1）a.命令         ノ[メ]] 

   b.不実行命令    ノマント[ケ]] 

   c.禁止         ノ[ム]ナ 

（2）a.ネ形命令      ノミ[[ネ、ノミ%ネ、ノミ[ネ 

   b.不実行ネ形命令 ノマントキ[[ネ 

                ノマントキ%ネ  

                      ノマントキ[ネ 

（3）a.依頼         ノン[デ、[ノンデ 

   b.不実行依頼    ノマントイ[テ 

               [ノマントイテ 

（4）a.促し        ノ[モ]] （cf.勧誘はノ[モ） 

   b.不実行促し    ノマント[コ]] 

 

④行為要求文を韻律で分類する 

行為要求の「単純文」は、末尾が下がる「下

降系」と末尾が上がる「上昇系」の二つに分

類できる。「上昇系」は聞き手の意志の配慮

という意味的な共通点があると思われる。 

 上昇系 聞き手の意志を配慮する 

 下降系 聞き手の意志を配慮しない 

上昇系では、上昇の位置や程度は様々なの

に対して、下降は固定的である。これらは有

アクセントのアクセント核を思わせる。 

 

⑤行為要求文と文末詞 

先の行為要求の単純文と文末詞の接続に

ついてみる。（1）abc をまとめて（5）命令形

と呼ぶ。（2）以下の場合も同様。 

--------------------------------------- 
命令文に現れる文末詞との接続 
           ]マ  
（5）命令形-e ノ[メ]マ 
  ノ[マントケ]マ 
  ノ[ﾑナ]マ 
（6）ネ形-ne ノ[ミネ]マ 
  ノ[マントキネ]マ 
（7）依頼形-te [ノンデ]マ 
  ノ[マントイテ]マ 
（8）促し形-o   × 
--------------------------------------- 
          [[ヤ 
（5）命令形-e ノ[メ][[ヤ 
  ノ[マントケ][[ヤ 
  ノ[ムナ][[ヤ 
（6）ネ形-ne ノ[ミネ][[ヤ 
  ノ[マントキネ][[ヤ 
（7）依頼形-te [ノンデ][[ヤ 
  ノ[マントイテ][[ヤ 
（8）促し形-o   × 

--------------------------------------- 

 

文末詞の「下降系」と「上昇系」は話し手と

聞き手の間の意志のギャップという観点か

ら処理できると思われる（井上優 1995、 

2006）。特に下降系はここでもアクセント核

を思わせる振る舞いをしている。 

 

 

 



 

 

下降系 -]マ -]ヤ -]ノ 
話し手と聞き手の意志にギャップがあるこ
とを表明し，聞き手に是正を求める。 

上昇系 -[[ヤ  -[[ノ 
話し手と聞き手の意志にギャップが起こら
ないように，聞き手に求める。 

 

⑥有アクセント方言の「意味内在アクセント」 

 従来、有アクセントにおいて「アクセント」

と一括されていたものに対し、 

・弁別的（distinctive）アクセント：狭い

意味の単語アクセント。音調型と意味との

関係は恣意的（例：[ア]メ「雨」とア[メ

「飴」など） 

・意味内在（motivated）アクセント：単語

が持つ意味とアクセントの関係が完全に

恣意的でないもの。すなわち、意味と音調

型の間になんらかの関係がみとめられる

もの。 

の二つを認めたらどうか。 

取り立て詞：モ、サエ、ダケ、マデなど多く

の方言で有核 

命令・禁止形：多くの方言で有核（京阪：置

くな H2、H1 /書くな L2、置け H1/書け L2） 

 

「意味内在アクセント」は共時的に話し手が

「強い意味」を感じ、それに音調型が合致し

た形で現れる。福井方言では、単純文、文末

詞の「下降系」がそれに相当する。 

 有アクセントでは従来の「アクセント」と

「イントネーション」の区別は，単語ごとに

高さが定まっているかどうかであったが，こ

の決め方でいくと，無アクセントの固定的な

イントネーションの扱いが難しくなる。この

点について，有アクセントのアクセントから

「意味内在アクセント」を分離して，無アク

セントではその「意味内在アクセント」の一

部を共有していると解釈してはどうか。無ア

クセントでは意味内在アクセントとイント

ネーションははっきり区別できず，連続的と

捉えられる。一方，有アクセントでも意味内

在アクセントは弁別的アクセントとイント

ネーションの中間的なポジションに置かれ

る。アクセントもイントネーションも共にピ

ッチの変動を利用している限り，こうした競

合は起こりうることと思われる。 
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